郷土芸術の再評価と文化資源の共有化 by 渡邊 太
- 29 - 
令和２年度 鳥取看護大学・鳥取短期大学 地域研究・活動推進事業助成金 報告 
郷土芸術の再評価と文化資源の共有化 




















































     
図1 Wikipedia「砂丘社」記事    図2 Wikipedia「長谷川富三郎」記事 
 
 Wikipediaはインターネット上で利用できるフリー百科事典であり、世界中のボランティアによ
る共同作業によって多言語で執筆されている。商業広告を用いず主として寄付によって活動する
非営利団体「ウィキメディア財団」が所有・運営する。メディアとしての特徴は、誰もがページを
作りカテゴリをまとめることができるハイパーテキスト編集システムにある（２）。Wikipedia では
編集履歴の公開、編集方針の討議を編集システムに組み込み、民主的な合意形成にもとづく編集
システムを発展させた。記事の信頼性を高めるのは平等な参加にもとづく人々の共同作業であり、
誰もが執筆できるから情報の信頼性が低いというわけではない。 
 Wikipedia は、キーワードをリンクすることで他の記事と相互参照できる。たとえば、「長谷川
富三郎」と「前田寛治」の記事は従来から Wikipediaにあったが、新たに「砂丘社」の記事を開設
しキーワードをリンクすることで、これまで独立に存在していた記事同士が相互参照により接続
できるようになった。このように文化知を広く厚く共有するシステムとして Wikipedia の利用価
値は高く、文化資源の共有化のためにさらなる活用が期待できる。 
 私たちは郷土の文化資源を見直し、現代の文脈でその価値を確かめることで郷土の精神の継承
に努めたい。 
参考文献 
（１）鞍田崇『民藝のインティマシー』明治大学出版会、2015年。 
（２）佐伯悠「SNS＆スマホ」杉村昌昭ほか編『既成概念をぶち壊せ！』晃洋書房、2016年。 
 
【成 果】 
「思い込みのゆくえ」明倫 AIR2020展覧会トーク（久保田沙耶、伊藤泉美、渡邊太）、2020年。 
「同人誌『意匠』と倉吉の民藝運動」『鳥取看護大学・鳥取短期大学研究紀要』第 82号、2021年。 
 
－ 30 －
